
 

 

現場研修事業の概要 
 

１．石巻市震災遺構大川小学校                   ……… 宮城県石巻市釜谷 

東日本大震災の津波により、大川小学校の児童・

教職員あわせて 84 名、大川地区全体では 418 名の

方々が犠牲となった。石巻市では、犠牲者の慰霊・

追悼の場とするとともに、震災被害の事実や、学校

における事前防災と避難の重要性を伝えていくこ

とを目的に、校舎の一部を震災遺構として整備し、

一般に公開している。 

隣接する大川震災伝承館では、震災前後の航空写

真や地域模型、実物資料を展示しているほか、被災

校舎の内部写真や裁判記録を閲覧することができ

る。 

 

 

２．旧北上川河口部の復旧復興と石巻地区かわまちづくり事業   ……… 宮城県石巻市中央地区 

古くから川湊（かわみなと）として、旧北上川を

中心に栄えてきた石巻市は、東日本大震災で壊滅的

な被害を受けた。国土交通省では、石巻市街地を津

波・高潮・洪水の被害から守るため、平成24年に旧

北上川の堤防整備計画を策定した。 

旧北上川の堤防整備と合わせて、市民の方々の集

いの場、憩いの場となる水辺空間の整備を図ること

を目的として「かわまちづくり」を実施。事業は令

和2年度に完成した。実施にあたっては、学識者、景

観・デザインの専門家、地域代表者、行政委員、デ

ザイン系コンサルタント、関係機関、公募による参

加者といった多数の方々により、景観の基本方針や堤防・護岸等のデザイン、拠点地区の整備の方向性な

ど相互に連携、フィードバックを図りながら時間をかけて丁寧に検討した。 

 

 

３．石巻南浜津波復興祈念公園 国営追悼・祈念施設整備事業    ……… 宮城県石巻市南浜町 

石巻市南浜地区は、

東日本大震災の津波

と火災の延焼により

500名以上もの方々が

犠牲になった場所で

あり、その跡地は震災

復興のシンボルとな

る公園として復興計

画に位置づけられた。

約38.8haを県営・市営

公園として整備し、県

営公園の中心部には

国が国営追悼・祈念施

設を整備している。 



 

 

公園のデザインは、市街化される前の風景である湿地や樹林地を復元し、震災前の街と人の生活をしめ

す街路網を園路やデザインとして残すとともに、その上に追悼の広場を中心にみやぎ東日本大震災津波伝

承館、築山等を配置している。 

公園の基本理念は、「東日本大震災により犠牲となったすべての生命（いのち）への追悼と鎮魂の思い

とともに、・まちと震災の記憶をつたえ・生命（いのち）のいとなみの杜をつくり・人の絆（きずな）を

つむぐ」。平成29年3月に着工、令和3年3月に開園した。 

 

 

４．みやぎ東日本大震災津波伝承館                ……… 宮城県石巻市南浜町 

本施設は、石巻南浜津波復興祈念公園内に位

置し、国が案内所や休憩所となる建物を整備

し、宮城県が震災の記憶と教訓を永く後世に伝

え継ぐため展示施設を整備、令和3年6月に開館

した。建物の一番高い北側の屋根の高さは6.9

ｍで、この地を襲った津波が停滞したときの高

さを体感できる。 

「かけがえのない命を守るために、未来へと

記憶を届ける場」というコンセプトのもと、津

波の映像や被災者の証言等により、被災の状況

や津波から尊い命を守るための教訓等をパネ

ルや映像を用いて伝えている。 
 

 

５．東松島市震災復興伝承館                     ……… 宮城県東松島市 

 津波により大きな被害を受けたＪＲ仙

石線野蒜駅の高台移設に伴い、東松島市で

は旧駅舎を震災復興伝承館として整備し

た。記録映像の視聴を通じて、津波襲来時

の様子や命をつなぎとめるため、東松島の

人々がどんな行動をとったのかについて、

学ぶことができる。 

震災から10年目を迎えるにあたり令和2

年にリニューアルオープンし、新たに震災

からの復興の記録のほか、今後、東松島市

が目指す姿をパネル展示している。また、

東松島市の復旧・復興に尽力いただいた全国自治体からの派遣職員を後世に語り継ぐため、全346名の派

遣職員の名板を設置している。 

隣接する旧野蒜駅プラットホームは震災遺構として整備されており、津波の威力でゆがんだ線路等から、

その威力を間近で体感することができる。 

 

 

【3.11伝承ロード】の取組について 

2011年３月11日に発生した東日本大震災により、東日本の太平洋沿岸500kmにも及ぶ広い範囲が甚大な

被害を受けた。被災地ではそのような被害の実情や貴重な教訓を伝えていくための施設が多く整備されて

いる。一方、それらの震災伝承施設は、複数の県にまたがる広大なエリアに数多く点在し、これらの情報

を集め、限られた時間で巡ることは容易なことではない。そのため、目的や時間に応じて効率的に施設を

訪問できるように、伝承施設情報を分類整理して提供し、案内マップや標識を設置しネットワーク化する

こととしている。 

このように、震災伝承施設をネットワーク化する「3.11伝承ロード」は、「震災伝承のプラットフォー

ム」であり、地域の防災力の向上と被災地の地域振興を目指すものである。 
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